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要 旨

本論文は, 1 9 8 6 年中国四川省三星堆遺跡から出土した縦目仮面を高岡短期大学にお い て復元鋳造 し

た工程の 詳細を報告するもの で ある｡
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1 . は じめに

1 986 年の 夏, 中国四川省広漠市三 星堆遺跡から, 多数の青銅製品, 玉石器などを埋蔵 した 2

つ の坑が発見された｡ 出土品の 中に, それまで の 中国で の発掘品には類を見ない , 瞳の 大きく
たて め

飛び出 した異様な仮面が含まれて いた ｡ こ の突土 した瞳を
｢
縦目｣ と呼び, 幅137 . O c m 高さ65 . O c m

の大型縦目仮面 , 幅78 . O c m 高さ8 2 . 5 c m の 立飾りの ある縦目仮面 , 幅7 8 c m 高さ85 . 4 c m の立飾りの

ある縦目仮面 の合計3 体が縦目を持 っ て い た｡ 高さ82 . 5 c m と8 5 . 4 c m は共 に立て飾りを含めた総

高で , 仮面本体はそれぞれ40 c m 程の高さで ある｡ 写真で比較する限り 2 体の縦目仮面 は非常に

似て い て ほぼ同形 と言 っ て 良い ｡ 出土時の写真か らは立て飾りが折れて いた状態が解り , 後の

補修に よ っ て 2 , 3 c m 程 の総高の違い が生 じた のか , ある い はもともと違 っ て い た の か , 真相

は不明である
( 1 )
｡ 当時直接発掘に携わ っ た陳 顕丹氏 (現四川省文化庁) に, 三船が通訳 を通 じ

て確認 した限り にお いて は , 2 体 の縦目仮面 の 立て飾りなどの 部品は出土時全 て揃 っ て い たと

いう事で あっ た｡
これ からすれば, 補修は折れた部分をつ なぐか , 変形 を修正する程度で あ っ

たと考えて 良いで あろう｡

1 996 年 7 月 か ら19 97 年1 月 に かけて , 日本国内 5 会場 を
｢
中国 ･ 美の枠 中国歴史博物館名

品展｣ が巡回 し, こ の中に縦目仮面 1 体と人頭像1 体が三 星堆出土遺物と して は じめて 日本国

内で展示され た｡ 今回の復元鋳造は こ の 時の 調査か ら推測した工程 に基づ い て い る｡ 1 998 年 4

月から
｢ 三 星堆 中国5 000 年の 謎 ･ 驚異の仮面王国展｣ が日本国内を巡 回するが, これ に展示

される縦目仮面 は, 前回調査 したもの とは異なるもう1 体 の方で ある｡ 2 体の大きな違い は,

前回 のも の は両耳 の後面も鋳造で作られて い るの に対 し, 今回の もの は はずれ て 紛失 した可能

性もあるが後面が無く前面 のみとい う点で ある｡ 96 年の 展示 は仮面を
一

周 どの角度か らも観察

でき多く の 資料を得る こ とがで きたが, あくまでもガラ ス ケ ー

ス 越 しで , お のずと調査も制約

された｡

三 星堆遺跡は, これまで の中原 の 見慣れた商周青銅葬器とはま っ たく 異なる造型 の青銅製品

を多数出土 し, 中原文化との 関連を含め大きな注目を集めて い る｡ 今後, こ の復元鋳造が三 星

堆 の発生 ある い は伝播を解明する基礎研究資料となるよう, 詳細を報告する こ ととした ｡
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2 . 技法用語に つ い て

縦目仮面 が発見され てわずか12 年足らずで ある｡ 三 星堆独自の 造型とその 大型化を可能にし

た鋳造と接合にも多様な方法が見られるが , これらひ とつ ひと つ の技術名称につ い ても, い ま

だ充分統
一

されるに至 っ て はい ない ｡ 今後の研究と共 に中国, 日本それぞれ独自の 呼称も明確

になり整理されて来るもの と思われる｡ こうい っ た現状の中, こ の論文で は比較的大まかに分

類した 億笛｣ 畷鼠 儲鼠 とい う名称を用いる ことと した ｡. 分鋳は ｢ 前鋳｣ と r 後鋳｣ に
更に別 けられる

( 2)
｡ これらの 呼称は四川総合大学教授 林 向氏あるい は前出の陳 顕丹氏が用

い たもの を通訳 し耳に したもので, 少 しの間違い はあるかも知れな い ｡ 従 っ て本書で はこれ ら

の名称も便宜的扱 い に止 め, 今後の統
一 名称に追従するもの とする ｡ これらの名称は, こ の論

文におい て 次の ような内容を指して い ろ｡
｢津鋳法｣

一

度の注湯のみで形 を作 っ て しまう方法を言う｡
｢
分鋳法｣ 複数回 の注湯で形を接合 して行く方法で , 何回かに分けて とい う意味か｡ 先に鋳造

した青銅晶と次に形作る苑を組み合わせ, そ の注湯により接合する ｡ 3 回 , 4 回と

繰り返 して 形をつ ぎ足すことが可能である｡
｢前鋳法｣ 分鋳を更に区分 した呼称｡ 本体に対 して部品部分を先に鋳造し, そ の青銅品を苑 の

中に埋め込んで本体の 注湯で部品と本体を接合する方法｡
｢
後鋳法｣ 前鋳に対する呼称｡ 本体を先に鋳造 し, そ の本体に部品部分の苑を取り付け, 注湯

によ っ て接合する｡ 本体に対して 部品の鋳造が前か後かという事で前鋳, 後鋳と区

別 して い るが , 各々 の接合の仕組は異なる｡ 前鋳は本体の注湯で部品を包み込むよ

うに接合 し, 大型縦目仮面の両耳裏側に見られるようにそ の痕跡は全く現われな い

場合がある｡ 従 っ て青銅容器類には, 内面をなだらかに鋳上げる目的で こ の方法が

多く用い られる｡ 縦目仮面の後鋳は本体の裏側にまで部品 の湯を流し込み接合する

ため, そ の突出した痕跡が生 々 しく現われる
(3)
｡

｢
鋳接法｣ 分鋳は青銅製晶と次につ ぎ足す形 の箔の組み合わせであるが, 鋳按は青銅晶と青銅

晶を単純に接合, あるい は差 し込んで抜けない ように注湯し固定する目的の技法を

･指す｡ 鋳接も広 い意味で は分鋳で はあるが, 注湯の 目的が , 次の形を作るためか ,

ただ接合のためかという違い により区分して い る｡ 従 っ て , 次の単純な形 を作り複

数の青銅晶を接合するとい っ た, 前鋳と鋳按 の中間的なものも考えられ る｡ 現代の

溶接技法と同目的の技術を指すと考えて良い であろう｡

3 . 復元鋳造 工程

こ の復元手順は, (1 版面本体の鋳造 (写真 1 - 36) (2)両耳前面の後鋳 (3 7 - 55) (3)両耳後面

の後銀 (56 - 6 4) (4)両目の後鋳 (65 - 76) (5)立て飾り上下別 々 の鋳造 (77
- 92) (6)立て飾りの

鋳接 (93 - 96) (7)立て飾りと仮面本体の鋳接 (9 7
- 106) である｡ ただ し(4) , (5)は同時進行であ

る｡ こ の復元縦目仮面は分鋳, 鋳按など11 回 の注湯を経て完成 して い る｡ こ れを文章の み の報

告で は充分 に表現できない と判断し, より多く の 工程写真と解説文を用いる方法とし, あわせ

て 考察を必要に応 じ加 えた ｡

先にも記 した通 り, この復元は 1 体の縦目仮面 のみの , しかもガラス ケ
ー ス 越しの観察調査

から推測 した工程に基づ い て い る｡ 見落と した箇所は少ない 写真から想像 した｡ 従 っ て 今回の

方法がけっ して 正解で はな い が, それ程かけ離れた方法で はない と考えて い る｡ こ の復元 の大

きな目的は, 現代 の真土型技法の ような鉄棒 の補強材を使用 しない で比較的大きな外苑が分割

でき合苑できる の か , また , 推測した分鋳, 鋳接が実際に可能なの か, そ して これらには どの

ようなトラブル が伴うのか , 更に どの ような特徴的痕跡が生 じるの か , な どで あ っ た｡
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○- レ ン ガ敷 きの 地面の上 に , 小木石 と レ ン ガ で 高さ約28 c m

の 台の 基礎を作 る ｡ この 高 さは 松薪 によ る型焼きを考えて

算出した ｡ 原型の 大きさか ら4 6 ×62 c m の 四角形 に
,
水平器

を使 い なが ら水 で練 っ た土 で整え る｡ 原型 作り
,
鋳型( 渇)

作 り
, 苑 焼成 , 注湯 まで こ の 台の 上 か ら移動 しない で 行う

の で
,
位 置決め

,
高 さ 決め は重要であ っ た ｡ 1 9 9 7 年11 月10

日か ら作業を開始 した ｡

¢- 中心部 に は10 番編 通 しの 粗 い 真土( 焼 い た 砂) に大 量の

藁 ツ タ
,
モ ミ殻 を加え粘土汁 で練 っ た砂を使う｡ 乾燥 , 焼

成 に よ る収縮 , 膨張 で 発生す るキ レ ツ を防 ぐ目的で藁
,
モ

ミ を多 め に 加 え た｡ 芯 の レ ン ガ か ら約10 c m の 厚さ に付け
,

その 後 は藁 ツ タ
,
モ ミ殻 を少なく した 砂で 形を作 っ て行く.

一

度炭火 で全体を乾燥させ る｡

Q L 完成 し た原型 o 同時 に 巾置(苑 と 中子,

.
あ
.
る い は 苑 と詣

で 接 しあう面) も完成させ
,
その 巾置 に ハ マ リ(鋳型 の 横 ズ

レ を防ぐセ-; ぱわと塵あ) , 湯 道(溶 けた 金属 が適 っ て 行く
追) の 位 置を描く o 更に 外苑 の 分割位置も描く｡ 四川 の 研究

者の 一 人は
,
中国で は 顔の 正面で分割す る こ と を嫌うの で

三 塁堆青銅仮面 ,
人頭像で もそ れ は な い と い う考 え を持 っ

て い た
｡ そ の 理 由だけ で は な い が

,
正面 分割を避けた ｡

53

は ば き

○一台を乾燥させ
,
新聞紙を

一

枚 敷き巾置
,
原型の 大きさ

を塁で描く ｡ 芯 に大きめ の レ ン ガ を入 れ て原型を作り始め

た ｡ 台 が広 い 面積で 地面 に接 し, 更 に原型 が台に広 い 面積

で接 し た た め
,
焼成 時の 熱が 地面 に吸 い と ら れ予想以上 に

長時間 の 型焼き となり
,
結果的 に は

,
焼成前 に この 芯 の レ

ン ガ を抜き取り中心部 に空洞を作り焼けやすくす る べ きで

あ っ た
｡

○一更に10 番 の 真土を付けたり削 っ た りを繰り返 し , ひ と

ま わり小 さ い 原型を作る ｡ 埴汁(粘 土汁) を塗り
,
これ を接

着剤 と して50 番 編通 しの 真土を埴汁 で練 っ た砂( 土) を 2 -

3 c m の 厚 さ で付け る｡ 素灰( 素焼き瓦) を張りつ け水分を吸
い 取り土を硬くす る｡ 最終 的 に は表面を へ ラ で整 え

, 原型

を完成 させ る ｡

◎- しか し なが ら実際の人頭像 の中 に は , 正面分割 の痕跡

が残 るもの が あ る ｡ 今回 は
,
大 き な 外苑 の分割 が実験目的

の
一 つ で もあり ,

正 面を大 き な一指 と した ｡ 仮面下 の 水平

な巾置 に は , 外苑 が横 に 抜けるよう に窪み ハ マ リ を, 額上

の 垂直巾置 など に は
,
注湯時 の 湯庄で外苑 が浮か さ れな い

よう にで っ ばり ハ マ リ を設けた ｡ そ の 後炭火で乾燥 した が

急加熱の た め , 負 ,
口 の 一 部 が爆 ぜ て 壊れ た ｡



54 三 船 温 尚 ･ 清 水 克 朗 . 小 堀 孝 之 ･ 砺 波 浩 二

○一鼻 ,
ロ を修 理 し , 両側面 の 外苑 か ら作 る ｡ 原型 と の 離

型 は植物油(菜種油 な ど) を用 い た . グ リ
ー ス

,
ラ

ー

ド
,
木

蝋 な ど常 温 で 固休 の 油 脂 を離型材 に用 い た場合 , 加熱 し液

化 さ せ て 型 をはずすた め t 常温 で 液体 の 油脂 の 方が 今回 は

都合 が良 い と考 え た ｡
こ の

･

他キ ラ 粉(雲母粉) な ども離型材

と して利用で き る と 思われ る ｡ 油 を筆で 塗 り な が ら ,
巾置

面 に は50 番
,
原型面 に は100 番 の 真 土 を埴汁 で練 っ た 土 をつ

け る o

○一両側面の外苑に は鉄棒, 木棒などの苑補強材を
一

切 用

い な い ことと した ｡ 側面苑と これから作る正面汚が摸する

巾置に三角形 の ハ マ リ を二個ずつ掘り込み ,
全体を へ ラで

整える. 整 えた巾置
,
原型 などに油を塗り側面汚と同 じ方

法 で正面苑を作りは じめる｡

0
-

へ ラで 羅どう しの合印線を掘り込む｡ 外苑が完成 し炭

火で ゆ っ くり乾燥す るo 側面苑と正面苑の分割線 は , 下部

はぴ っ た り と合 っ て い るが ,
上部 が 1 - 2 皿 開 い て 隙 間が

発生 して い るの が解る｡ 苑上部を針金の バ ネを利用 して 開

か ない よう に は さみ つ けて い る が 効果 は少な い ｡ 正面苑 の

中に も鉄棒の補強材等は入れ て い な い ｡

○一重直 に積み 上 げる外苑 は ,
4 - 5 c m 土 を つ け女 り七(鋳

型 の 破片) で 水分を吸 い 取り , 固め て か ら上 に 土 を つ け足す｡

こ の 時 2 - 3 c 皿粒 の ス ワ セ を土 の 中にこ埋 め 込む ｡ こ れ は 中

か ら水分を吸 っ た り, 収縮 に よ る キ レ ツ を防止 した り , 刺

れ
,
折 れに 対す る強度を高め た り と , 多様な 働 き をさ せ る

た め で あ る｡
一 気 に 上 まで 土 をつ け な い で ,

ゆ っ くり 進め

た 方 が大 きな 収縮 が
一

度に こ ず , 原型 と の 外苑 ズ レ が あ ま

り生 じな い と思 え た ｡

○一正面苑は側面苑と異なり, 少 し前傾斜して い る ため ,

土 が上 に つ けやすくつ い つ い
一

度 に 土 を多め に つ け , 短 い

時間で つ け上 っ て しま い が ちで あ っ た ｡ 特 に上 部は
一

気 に

つ けたた め , 後 で 急激な収縮がお こり原型との間に 1
-

2

皿 程 もの隙間が発生 した ｡ 1 1 月24 日の制作日誌 に は｢ 急ぐと

ダメ .

/ ｣ と大きく記 して ある｡

◎
一

大きな正面苑をはずす時 ,
補強材と して 用 い る 木材棒

と苑 との な じみ を外苑作りと並行 して実験 し た ｡ ①完全 に

白く乾燥 した 土 に水 で充分湿らせ た木を埋め込 む ｡ ②同 じ

く乾燥 した 土 に乾 い て 水気の少ない 木o ③生乾き の土に湿

らせ た木 ｡ ④生乾き の土に乾 い た木 ｡
この 4 パ タ

ー ン で 補

強の 木材を埋め込 む時の外苑の水分量 , 木材の 水分量の最

適な状態を探ろうと した ｡
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◎一埴汁を塗り土で各木棒を埋 め込 む ｡ 水分 を吸わせ た 時

点 で
,
①③は新た に つ けた 土の 表面 に木棒と直角方向 に小

さな ヒ ビ が 発生 ｡ ②④は木棒と同方向に小さな ヒ ビ が発生 ｡

④は この ヒ ビが 大きくな っ て 行く ｡
この 後更 に炭火 で全体

を完全 に乾燥させ裏面も観察 し て み る｡

◎- この 実験 で は 外苑 の水分量 に つ い て は明確な結果 は得

られなか っ た の で
,
完全 で は な い が おおむね炭火で乾燥 し

た状態 で行なう こ と と した ｡ 実際 に は , 型焼 きに 使う松薪

をナ タ で 適当に割 っ て 使 っ た ｡ 桧 は 樹脂が 多く , 水分 を吸

収 しに く い と判断 し
,
更 に 4 -

5 時 間水 に つ け込 ん だも の

を
,
正面苑 に

,
縦 2 本

,
横 3 本埋 め込 ん だ｡ こ の 5 本 は鋳

型焼成時 に は取り はずす予定であ る ｡

◎一正面苑を はず した 後 , 側面 苑の 両端下部 に手 が入 る穴

を掘り 一 人で 箔をはずす｡ こ れも土間 に垂直 に立 て る. 育

銅の 流れ込む鋳型面 に は焼 き付 きを防ぐ目的で墨を塗 る｡

湯の 流れ込 む堰 は全 て外苑側 に掘 る が , その 位置を塁 で描

く｡ 側面 謁 に は各 2 箇所
,
正面 苑 に は 4 箇所 に 深 さ約 5 m m ,

幅約25 m m 程 の 断面形 で堰を掘 る ｡
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◎- こ の 時点 で は , ①③ は 新 た に つ け た 土 の 表面 に 更 に 木

棒 と 同 方 向 に小 さ な ヒ ビ が 発 生 し た の み で , 実際 の 鋳型 面

と な る 裏側 に は異常は 認 め られ な か っ た
｡ ② は裏面 に 大 き

な キ レ ツ が 発生 o (彰は 裏面 に 変化 は な い が
,
新 た に つ け た

土 の 木 棒方向 に 発 生 し た キ レ ツ が 激 し く な り
,
つ い に は 土

が は が れ 棒 が は ずれ て し ま う ｡
し た が っ て 埋 め込 み 土 の 水

を【吸収 して 膨 張 し外ヲ芭を壊す乾燥木材 は 不 適 で あ る こ とが

解 っ た o

◎一正面箔の両端下部 に手の 入 る穴を へ ラで 掘り込 み
,
二

人で 持 っ て 正面箔をはずす ｡ 鼻が ひ っ か か り壊れ る が 補修

は簡単に で き る ｡ 土 間の 土を柔らかく し
,
その 上 に置く｡

平 ら に 置く と重 み で 苑が 開 い て 割れ る恐れがあ る の で 常に

立 て る状態で置く ｡

◎一離型 に使 っ た油を炭火で焼き切 ろう と安易に考 え , 急
い で 強 め に 加熱 し た た め 1 -

2 c m の 深さ で
, 原型 の3/ 4 の面

積が 爆 ぜ た ｡ 浮 い た所 を
一

気 に取 る と形の 目安が無く な る

の で
,
数 セ ン チ の 面積を取り除 い て , 周囲 の形を頼り に少

しず つ 修理す る｡ 次 は そ の 隣を取り除 い て
,
前に 作 っ た形

と周囲 の 形を目安 に修理す る｡ 1 1 月27 日 の 日誌 に｢ こ れ は つ

ら い .

/ ｣ の
一

言 ｡ 急 ぎ過ぎは禁物 で あ るo
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◎一修理が終わり , 青銅の肉厚分原型を削る｡ 原型 を作り

直して い た り ,
形 状 が複雑な こともあり削り残しが無 い よ

う目印に削る部分 に あらか じめ 墨汁を塗 る｡ 約 4 皿 の 突起

を持 っ た竹 ベ ラを作り ,
この突起で マ ス 目状におおよそ 4

皿 の 深さの溝を掘る｡ 次 に満と清の 閣を清の深さを目安に

翻 っ て 行く｡ この 方法で全体が約4 m 皿の 肉厚となる｡

⑳一原型を判り終 っ た所 に ,
今度は炭粉を塗る｡ こ れは 注

湯熟 の焼き付きを防ぐためである｡ 側面 に は削り残した大

きな四角形2 個と耳分鋳用の小さ い 長方形2 個の 穴があく｡

湯道 ,
ア ガ リ に も炭粉を塗 る｡ これ で原型 を削 っ た中子が

完成 した ｡

◎一両側面外苑を合わせた と こ ろ｡ 中子との 間の削っ た隙

間が青銅 の肉厚となる ｡ この 後 , 苑を持 つ 時 に 手を入れ る

穴は土 で埋 め る｡ 向 か っ て 右側面苑の巾置 に掘 っ た 二 本の

横満 は型焼けの具合を外 か ら覗く色見穴で ある ｡ 上部と下

部で は焼けの進行 が異なる と思われ二本を掘 っ た ｡ この 後 ,

正面苑を組 み合わせ る ｡

◎ 一

立 て 飾 り を鋳接す る額 の 四 角形 と , 継 目を分鋳す る両

目は 削 らず , 鋳造 時穴 が あく ｡ 出土 仮面 の 中に は ,
砥 石 で

切 り 抜 い た よ う な 痕跡 が 四 角形 の 隅 に残 る が
,
不完 全 に あ

い た 穴を 四角 く整 え る た め か , 全 く 初 め か ら 切 り 抜 い た も

の か は 不明｡ こ の 復 元 で は前者を想定 して実験 し た｡ 湯道 ,

ア ガ リ(注湯時 の ガ ス 抜 け) を掘 る｡ 湯 口 は額両側上部 に 二

箇所設 け それ ぞ れ か ら左右 へ 湯 が 分 か れ て 入 る｡ ア ガ リ は

中央に 一 本設 け る ｡

◎一外苑をはずした逆の順番で組み合わ せ て 行く｡ 側面苑
は

一

人で持つ ｡

◎一外苑 が組 み終わり , 正 面苑の 桧薪補強棒をはずす. 本

来 なら苑 の合わせ目を土 で ふ さ い で型焼を し , 注湯 前に 型

の まわりに砂等を つ き 固め て 湯庄 で型 が葉 ら な い ように す

るの で あろうが
,
その 労 力 と安全性を考慮 しで ,

三 塁堆当

時に あろうはずの な い 鉄棒を補強材 と して 全体 に入れた ｡

墨汁で 丸く囲っ て い る と ころが 色見穴 ｡ 上の コ ッ プは ゴ ミ

が 人 ら な い ように伏 せ て置 い た 湯 口 とア ガ リで ある｡
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⑳一土で鉄棒を下から順 に埋 め込む｡ 手前 と奥の 穴が 湯 口

中が ア ガ リ ｡
こ の 後 , 土 で 残りの 鉄棒を埋 め込 みなが ら

,

注 ぎや す い 形 に 湯口 を作り整 え る ｡

㊨- 1 2 月 8 日朝8 暗か ら薪 に 火を着け型焼きを開始す る

まず焚き口 で薪を燃や しオキを作 る ｡

⑳一写奏 で見 るように色見穴 が窯の外 か ら 覗けるように鉄
パ イ プを取り付けてあ る｡ こ の 穴 の 奥 が ア ズ キ色(約700 ℃

位｡ こ の温 度で 粘土 の中の結晶水が除去 され る｡) に な るま

で 薪投 入を続ける ｡ 前述の 通り予想以上 の時間 が か か り
,

上の 色見穴 は12 月 9 日朝 8 時頃 , 下の 穴 は 昼過ぎにようや

く色づ きは じめ た ｡ それ か ら 窯を密封 し全体 に熱 が ゆ き渡

るようにね ら し
, 夕方 4 時頃窯を壊す ｡
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◎一鉄棒を全 て埋 め込み鋳型完成｡ こ の 後 , 小木石 ,
レ ン

ガで 囲 っ て 窯 を作 る｡ 構造 は 最下部 に 一 周 空気取り入れの

隙間を設け , 天井中央 に煙抜けの穴を設け る｡ 薪 の投入 口

は対角の位置 に 2 箇所設ける ｡

⑳一焚 き 口 か ら薪 を 投入 し レ ン ガ で 蓋 を す る｡ 窯 の 中が 高
温 に な る と

,
下 の 空 気穴を小 さ く 絞 る o 天 井穴 に も 素灰 を

沢 山 重 ね て 熱 が逃 げ な い よ う 注意 す る ｡ 薪 投入 か ら 1 時間

程 で 煙 が 出な く な り薪 が オ キ に な る｡ 更 に 空 気 穴 と 天 井穴

を尭交り熱 を型 の 中心 部 へ じ っ く り と 追い 込む ｡ こ れ 以 上 待 っ
て も 型 の 温 度 が 上 が ら な い ギ リ ギ リ を 見極 め て 次 の 薪 を投
入 し燃 え や す い よ う に 空 気 穴 , 天 井 穴 を 少 し 開 く ｡ こ れ を

繰 り返 し 型 を焼 く
｡ 薪 入 れ は 全 部 で 8 回 を 要 し た ｡

◎- 色見穴を土で ふ さ ぎ湯 が漏れな い ようにす る｡ 長 時間

焼 い た た め 全体 にキ レ ツ が 入 り
,
それ を土 で塗り込 め る ｡

型 は ま だまだ熱 い ｡
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◎一特に薪に近 い 下方の 部分の キレ ツ が激しく , 湯 の 漏れ

を防ぐため レ ンガ で囲い 土を つ き固める｡

㊨- 翌 朝 ,
ハ ン マ ー で 叩 い て 外苑を壊 しな が ら青銅仮面を

取 り出す｡ 全体 が ま だ熱く冷め切 っ て い な い ｡ 鉛 が 多 い 地

金 な の で
, 叩 い て 折 れ る 可能性 は低 い が ,

外苑 を叩 く 手加

減を知 る た め
,
残 っ た 5 m m 厚 の 板状 の 地 金 をハ ン マ ー で 実

験 的に 叩 い て み た ｡ 結果 と して ,
こ の 成 分 の 青銅 は 数回叩

い て も簡単 に は 折れ ず ,
ど ん どん 曲 る 事が 解 っ た ｡ 出土 時

の 状態 も バ ラ バ ラ に 割 れ る と い う よ り 曲 っ て い た の で は な

い か と想像 した ｡

◎一左目の 上に小さな穴があ い た ｡ これ は原型作り直しに

よ るた め で あ る｡ 額 か ら鼻にか けて ヤ ス リ で研磨する｡ 鉛

が 多く研磨 しや す い ｡
目や 四角形 の穴もヤ ス リ で削っ て 整

える｡ 特に 耳の 分鋳用 の穴 は , 耳前 面用 , 耳後両用 にひ と

つ の 穴を分けて成形す る｡ 耳前面用 は四角 い 穴 の 前半分な

の で 分鋳後 . 後 へ ず ら な い よう勾配を つ ける ｡

◎ 一 三星堆博物館に表示された ,中号人面具成分(C u- 7 9 .
6 %

S r r 7
.

7 3 % P b-1 0 .
7 5 % Z n-1 .

0 4 % F eカ
.
3 6 % S 川

.
5 1 %)

を参考に し , 鋼 ,
錫

,
鉛 を重量比で計算し約5 0k g の 青銅を

調合した ｡ こ の地 金を二手 に別れて溶解し
,
2 箇所の 湯 口

か ら同時に注濁 した . 1 2 月9 日夜 7 時頃 の流 し込み とな っ

た
｡

◎一外苑を落すと , 数本 の鋳 バ リが発生 して い る｡ 目 や額

の 四角形に は湯が薄く流れて か ぶ っ て い る｡ これ は炭火 で

爆 ぜ て原型を作り直した た め ,
目

,
四角形も少 し削 っ て外

苑を合わせ た 事に よる｡ やむをえない 結果と言える ｡
この

土 を充分落と し , 湯道 , 堰 を切断する ｡
砥 石で は なく金 ノ

コ を使う｡

◎
一 仮面本体 の裏面 には , あまり大きな鋳 バ リ は発生 して

い ない
｡ 復元 実験 に取り組む前か ら , 本体 仮面の鋳造 が最

も大変な作業にな ると予想 して い た が
,
正に その 道りであ っ

た n
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◎一本体の研磨 が終わり ,
両耳前面 の分鋳( 後鋳) の た め 本

体を土間 に固定す る｡ 本体 を少 し上向きに傾ける が ,
この

角度 は 前面の注湯角度を経験的 に判断 し決定 した ｡ ま た ,

苑 の作 り易 い 角度であ る こ とも考慮 した ｡ 仮面本体 の内側

に は 少 し空洞を作り
,
そこ に 炭火を入れて内側 か ら加熱乾

燥 で き るように し た｡

◎一植物油を離型剤 に使 い ,
5 0 番真 土を埴汁 で練 っ た土 で

原型を作りは じめ る ｡ や は り 中に は 鋳型の破片 ス ワ セ を埋

め込ん で 行く ｡
この 時 , 仮面本体内側 に湯 が流れ込 む四角

形 の穴 は土 で ふ さ い で おく｡

◎一右耳前面 の 原型 が完成 し, 離型 用植物油を塗 っ た と こ

ろ｡ 土台 に も三 角形 ハ マ リ を2 個 設けて い る｡

5 9

㊨- こ の 工 程の 特徴 は ,
外苑だけで は なく原型も取りはず

せ るように した 事 で あ る｡ 利点 は 型焼き(肌 焼き) しや す い

事と , 仮面 本体の 内側 に湯 が 入 り込 む た め の 穴を掘りやす
い 事で あ るo 原型 をの せ る台を作り

,
ズ レ を防ぐハ マ リ を

中央 に 一 個 四角形 で設ける｡ 耳の 原型の大きさ
,
苑 の厚 さ

,

湯道 などプ ラ ン を塁 で描 い て み るo
一

度炭 火で 充分乾燥さ

せ る
｡

d V 耳の 原型を完成させ ,
三角形の ハ マ リ を2 個 ,

四角形

の ハ マ リを 1 個 設ける ｡ 厚 さ は 6 -

7 c m
,
幅2 5 c m

,
高さ26 -

3 0 c m の 寸法 で原型が で きる ｡ 湯 が内側 に流れ込 む四角形の

穴 は ,
ち ょ うど耳の原型 で見 え な い よう 1 - 2 m m 外に 原型

を作 っ て あ る ｡

◎- 耳原型部分 に は1 00 番の 細 か い 真土 と埴汁を練 っ た土 で

厚 さ 2 - 3 m に 付 けて 行く｡
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⑳- すぐに ス ワ セ をつ け , 水分を吸 い取り固くする｡

◎- 更に 全体 に50 番真土を付け ,
中に ス ワ セ を埋め込ん で

行く ｡ や はり
一

度に厚さをつ けずゆ っ く り水分を取りなが

ら徐々 に厚みを作る｡ 最終的には
,
外苑は 8 - 1 0 c m の厚さ

に なる
o 鉄棒などの補強材は

一

切入れな い .

◎一仮面本体と同 じよう に , 耳 の 原型も約 3 皿 の 溝を掘り

それを目安 に全体を約 3 m 皿削る｡ 原型 を削る と中子 になる｡

こ れ も削り残 しが 無 い よう墨汁を塗 っ て 削りは じめ る ｡

○- 10 0 香美土の周囲に埴汁を塗り, 次 の50 番真土と埴汁を

練 っ た土 と接着しながら , 巾置 に こ の50 香美土を付けて行

く｡

◎- 炭 火で乾燥させ ,
指を入れる穴を掘り

,
外苑を はずす ｡

湯 口 , 湯道
,
堰

,
ア ガ リ をへ ラで掘り込み

,
墨汁

,
炭粉を

塗る｡ 外苑はこれで完成｡

◎一外苑, 中子をはずし , 仮面内側 に湯 が流れ込み抜けな

い よう固定する穴を へ ラで 掘る ｡ この 時
,
四角形 の 右半分

は ま だ土が つ ま っ て い る ｡ こ の 分 は 後で , 耳後面 の 後鋳 で

湯 が内側に 入 り込 む穴 と な る ｡ 左 半分の 穴 は傾斜 が つ い て

い る た め 注湯後 , 耳 前面が 後 へ ずれ る こ と は ない ｡
この 穴

の 所 に炭火を多め に置き , 穴の奥もでき る限り焼 い て おく ｡
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◎一耳前面 の外苑 と中子( 内苑) の 型焼き は肌焼き法 で行 っ
た
｡ 両方 を向 い合わせ て 立 て

,
間に 炭火を入れ

, 青銅 が流

れ込む鋳型面だけを焼く方法 であ る｡ 焼成 の 目安 は塗 っ た

墨汁の黒色 が素焼きの赤燈色 に変化す るま で で あ る ｡ これ

も真土 の粘結 に使 っ た 粘土の結晶水を除去す る た め で
,
充

分で なければ
,
溶湯 と 結晶水 が反応 して 多量 の ガ ス が 発生

し
,
鋳肌 に 窪み が で きた り穴があ い た りす る｡

◎一外苑を
一

人が 棒 で おさ え湯 が漏らな い よう に し て
,
注

湯 す る｡ 流 し込 ん だ青銅 は , 本体 に 使 っ た もの と全く同 じ

もの で あ る ｡

⑳- 湯 道を切断 した 状態｡ 苑 の 隙間 か ら 湯が 流れ出 し , 仮

面本体 に か ぶ る様 に は み だ して い るの が 解 る｡ こ の よう に

後 か ら注渇 し た方 が 上 に か ぶ る の で ,
三 星堆の 仮面群も こ

れ に より分鋳の順番 が解 る ｡ 本来 な ら こ の 余分 な は み だ し

を砥石 で研磨 し除去す るの で あ ろう が
,
今回 は タ ガ ネで 切

断 した ｡
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◎一肌焼き復すぐに中子
,
外苑 を合わせ隙間を土 で埋 め る

湯 口 を土 で作 る｡

◎一指 が冷 め て い る の で , 注湯後 ,
1 0 分程で 外苑をはず し

て み る ｡ 穴の奥が充分 に焼けな い など ,
全体 に焼成不足の

た め 少 し鋳肌 に窪み が 発生 して い る もの の
,
固定 も し っ か

り して い て まずまずで ある ｡

◎一仮面本 体 の 内側 に 耳 の 青 銅 が 流れ 込 ん だ 様 子 ｡ 後 の 残

り の 隙 間 に こ の 後 の 耳 後面 の 後 鋳 の 時 の 湯 が 流れ 込 み 固定
さ れ る ｡ 右 耳 の 外苑 を 塗 り込 め た 時

,
水 蒸気 が 湯 口 か ら 出

た た め 渇 の まわ り を炭 火 で 充 分 加 熱 し た ｡ 左 耳 で は そ れ を
し な か っ た ｡ そ の 注 湯 の 差 が こ の 固 定 用 四 角形 か ら の キ レ

ツ の 発 生 の 有 無 と な っ た ｡ 偶然 で は あ っ た が , 全 体 を充 分

加 熱 し て 後 鋳 し た方 が 本 体 の キ レ ツ の 可 能 性 が 低く な る こ

と が 解 っ た ｡
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◎ 一 両耳前面が つ い た だけだが少 しそれら しくなる｡ 我 々

は後鋳そのもの が初めて の体験 であ っ た の で , 新鮮 な気持

ちで受けとめた｡ そ して少なからず自信も持 っ た｡

◎ 一 耳前面の青銅の裏壁 に埴汁を塗り ,
こ れを接着剤と し

て50 香美土の土を張り付け
,
耳後面の原型を作る｡ 湯 口 ,

ハ マ リなどの位置は耳前面の場合とほぼ同 じで ある｡

◎ 一 左の 二箇所 の穴から , 湯 が内側に流れ込み , 耳後面が

本体 から抜けな い よう固定され る｡ 更に 耳前面の青銅 の周

囲にもわずかな隙間を刷り込 み , 後面注湯時 に耳前面の側

面 にも青銅が か ぶ るように流れ込むようにす る｡ こ れで 後

面 の注湯 により仮面本体 と耳前面の両方に固定される｡

◎ 一 耳後面 の後鋳の ため前面と同様に注湯角度に レ ンガ と

土で固定 した と ころ｡ 前面 の後鋳と異なる点は, 原型 が取

りはずせ な い 事で ある ｡ しか し
,
今回は仮面本体内側を カ

マ ドの ような仕組み に して
,
炭火で充分加熱できるように

して い る ｡

◎- 前面と同様に植物油を離型剤に用 い外苑を作り , 取り

はずす ｡ 続けて肉厚分 の約3 m n をマ ス 目状 の溝を掘 っ て 全体

を削る方法 で行う. こ の時, 原型 に も適度の水分 があり ,

塗 っ た植物油を吸 い 込まず, 外苑をはずし乾燥せずそのま
ま原型を削る方法の方 が

,
仮面本体 で行 っ た 原型を加熱 し

て削る方法よりも確実 で特別な支障が起きない とい う事が

解っ た｡

◎
ニ 後面の 中子は取り はずせ な い の で

,
この位置 で炭火を

か ぶ せ て 肌焼きする｡ 耳前面より後面の 2 個の穴 の奥の方

が更 に焼けづ らい ｡ 強く加熱す ると
,
埴汁で張り付けた50

番真土 の 中子 が耳の先の方 から浮 い て は がれ は じめ る｡ 熱

に よ っ て 中子が反 っ て 来 た の で あろう｡ 炭粉 を塗 っ て 肌焼

き した が 肌焼きによ っ て 素焼き色に変わる｡ しか し穴の 中

は焼けず, 黒色 が 残 る｡



三塁堆 縦目仮面 の復元鋳造

⑳- その まま注湯す る と , 浮 い た 中子 の 裏側 に湯 が流れ込

み更 に中子 が浮 か され外苑 に接 し穴 があく｡ それ を防止す

る方法と して , 急 速 , 青銅製( 本体 に流 し込ん だ同 じ青銅)

の 金型持ち( ス ペ
-

サ
ー

) を3 片埴汁 で外苑に張りつ け る｡
この ス ペ ー

サ
ー

で 中子 を押 さ え つ けて注渇す る｡ しか し こ

の 段階で は
,
中子 と ス ペ -

サ
ー の 間 に は 少 し隙間が で き る

ようス ペ ー サ ー は 薄く な っ て い る ｡

◎一体垂をか けて棒で外苑を押 し つ け , 湯が 漏 ら な い よう

に して注濁す る ｡ 注 湯後 しばら く押さえ て い る が , 青銅の

凝固収縮 で苑の上部 が み る み る 開 い て来 る｡

⑳一両日を注湯す る角度 に固定す る｡ 目 の 原 型が 付け根 で

折れ る可能性 があ る の で , 芯 に素焼き し た鋳型の破片を入

れ
,
5 0 番真土 の 土で 両目の原型を作り は じめ る｡
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◎一外苑をか ぶ せ る直前 に
,
こ の ス ペ -

サ
- の 上 に わずか

な量の100 番黄土をゆ るく練 っ た もの をの せ , 中子 に か ぶ せ

る｡ 中子と この100 番真土 が接す る と水分を中子 が吸 い取り ,

固く なり固定 され る ｡ この 間
,
仮 面内側 で は 炭を燃や し全

体を充分加熱 して い る ｡

◎一注湯後 ,
1 0 分程 で外苑をはず して み る . ス ペ

-

サ
ー

の

接着に使 っ た 水分
,
埴 汁が 残 っ て い て

,
溶満 と反応 し多量

の ガ ス が発生 し た｡ こ の 穴の 断面 か ら肉厚を計 る と約1
.
5 皿

程 で
,
削 っ た 3 m m の 半 分程 に な っ て い る ｡ 恐 らく , 中子 の

下側 に湯 が 入 り込み 中子を浮 かせ た た め と 思われ る
｡
ス ペ

-

サ
ー が 無 ければ更 に大きな穴 があい た と考 え られ る｡ 1 9 9 8

年 1 月25 日両耳後鋳終了｡

◎一湯 が本体 の内側 へ 流 れ込 み固定す る ため の穴を表側 か

ら炭火で焼 い て も
, 仲 々奥まで焼けな い 事 が耳 の 肌焼きで

解 っ た の で
,
こ の段 階で 裏側(下側) か らあ ら か じめ 焼成 し

て おく こ と にす る｡ 焼成 して 後 , 下 か ら レ ン ガ で し っ か り

と支 え るように土で固め る ｡ 仮面 の 内側 か ら充分加熱で き

る よ う
,
炭 が燃 え る空間を設けて おく ｡
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◎
一 完成 した両目原型の外側に

,
外苑が の る土台を作り ハ

マ リも設ける ｡ 二 分剖の線を墨汁で描き , 外苑の大きさも

描く｡ この 後 ,
これま で と同様に植物油を離型に用 い ,

5 0

香美土で
一 つ めの外苑を作る｡

◎
一

巾置 , 仮面 に も植物油を塗り ,
もう 一 つ の 外苑を作り

は じめる｡ 原型 の部分 には10 0 香美土を使う｡ ス ワ セ で水分

を吸 い 取 っ たら後は
,
5 0 香美土で全体を作る｡ 同様に ,

ス

ワ セ を苑の中に埋め込む｡

4 L 3 n n の溝を掘り込み , それ を目安 に全体を約 3 皿m 削り

肉厚 とす る ｡ 目の 中子 が完成する ｡

◎- ハ マ リを作り , 湯道

と ころ
｡ 其半分 の線より

乾燥 で汚 が収縮する時,

り込 み原型が折れて しま

か り , 原型を折 っ て しま

果的には ,
二 分割 で は な

した ｡

,
ア ガ リ の プラ ン を墨汁で描い た

も越えて外苑を作 っ て しまうと ,

原型 もひ っ か か っ て 一 緒 に引 っ ば

う ｡ 実際に この 右目の苑がひ っ か

い 付け根に キ レ ツ が発生 した ｡ 結

く三分割の方が安全だ っ た と反省

◎一炭火で乾燥させ て ,
外苑をはずしたと ころ｡ 鹸の と こ

ろに引っ か か っ て壊れる｡ これも三分割であ っ た ら壊れな

か っ たか も知れな い ｡ 埴汁で破片を接着して修理する ｡

◎一目の付け根から内側に湯が流れ込 むよう ,

一 周 内側 へ

向けて へ ラで削る｡ こ の 時 , 外苑の 収縮で発生 した キ レ ツ

も充分修理 して お く｡ こ の 後 ,
中子 に は 炭粉を塗 る ｡ 外 苑

に は 湯道を掘り , 鋳型面 に は墨汁を塗り , 炭火 で肌焼きす

る｡
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◎一目の中子を肌焼きす る た め
,
素灰 を目の周り に積 ん で

行く
｡ 素灰 の 隙間か ら空気が 入 り炭 がよく燃 え る構造 に し ,

た っ ぷ り炭を入れ素焼き色 に な るま で じ っ く り肌焼きす る｡

◎一湯道を切断 し た と こ ろ｡ ア ガ リ を切断す る とその 中心

に穴 があり, ガ ス が 完全 に抜けて い なか っ た ｡ 湯が内側 に

入 り込む部分 の肌焼 き は 裏側( 下側) か ら充分 に行 っ た と判

断 して い た た め
,
ア ガ リ をもう少 し大きく作 る か , 隙 間を

埋 め た 土の 水分を加熱 し完全 に除去す る か
,
もう少 し ガ ス

抜 けの 良 い 土 で 苑を作 る か ,
ま だまだ改良の 余地はあ るよ

うだ｡

◎- 立 て 飾り の 原型 の粗方 の形を作 る ｡ こ れ が そ の まま中

子 と な るた め , 鋳物 砂を使用す る｡ 最初10 0 番節 で 水瀕 し し

た真土を埴汁で練 っ た 土を使用 して み た が , 乾燥 の 際の 収

縮が激 しく
,
写真 に 示す通り亀裂 が生 じて しま っ た ｡ 修 正

を繰り返 し た が うまく い かず , 結局30 番簡 で カ ラ節 い し た

黄土 に埴汁を加 え て 練 っ た土 を用 い る こ と に し
,
さ ら に 中

に ス ワ セ(焼 き真土 の塊) を埋 め 込み な が ら 作り直 した ｡

6 5

◎一外苑を合わせ ,
土 で 隙間をふ さぎ, 棒を使 っ て 二 人 が

外苑を押さえつ け湯 が漏 らな い ように して 注湯す る｡ こ の

青銅も本体 と同成分の ものを使う ｡

◎一目に流 した湯 が 仮面内側 に入 り込 ん で , 固定 され た様

子｡ 三 星堆縦目仮面と同 じで は ない が , 似 たよ うな痕跡 と

なっ て い る｡ 日の 注湯時
,
全体を炭火 で加熱 して い た にも

か か わ らず, 少 し本体の 目の付け根に キ レ ツ が 入 っ た ｡ 耳

よ りも多くの湯 が内側 に 入 り込む の で , 耳の 後鋳より強く

加熱 して おく必要 があ るように思え た ｡

㊨- 立 て飾りの原型作り｡ 半面 ず つ 作 る ｡ 鋳物 に なる 部分

と中子を支 え る 巾置 の 部分 と が
一

体 と な っ て い るの で , 鋳

物 に な る 部分 に塁を塗り
,
確 か め なが ら形を詰め て い く｡

仕上 げは 水漉 し真土を薄埴汁 で溶 い たも の を塗り
,
さ ら に

箆で 形を整 え る｡ 写真 の 原型 に 浮 き出 て い る赤茶色 の斑点

は削り出された焼 き真土の塊 ｡
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◎ 一 原型を鋳摸する箇所で分割する｡ 後に本物の縦日仮面

を観察す る機会を得たが ,
立て飾りは実際に は 3 つ に分割

されて い た ようで ある ｡ 今回は写真を見ながらの制作で
,

その接続箇所を確認できなか っ たた め ,
2 分割 で 行 っ た ｡

写真は本体と繋がる方 ｡ 本体との接点は ,
あらか じめ本体

例の接続部分に鋳物砂を押しつ けて 型どり し , これ をこ の

原型 に埋 め込んで あるの で . 本体と し っ か り密着する .

◎一原型 の周り に , 外型Q) 分割線に沿 っ て巾置( 特 に外型同

士が接する この 部分を｢押さえ｣ とい う) を付け足す｡ 立 て飾

り本体の横幅は 4 c m に設 定 して い るの で ,
こ の押さえ部分

は定盤 から 2 c m の 高 さの 水平面となるわけである｡ この後 ,

外型を被せ , 反転 して ,
この押さえを判り取 ると , 外型側

の押さえから 2 c m 立 ち上が っ た , 原型の シ ル エ ッ トを残 し

た土が現れ る こと に なる｡

◎- 外 型の厚み を増 して い く 過程 の途中で , 補強の 針金を

埋 め込 む ｡ 針金 は繰り返 し鋳型 に使用 した物 で ,
何度 も熟

遍歴を経 て い る の で , 鋳型焼成 の際, 熟 に よる歪み が 生 じ

にく い ｡
三 千年以上前の 中国 で この ような補強を して い た

か どうか定か で は な い が
,
鉄 を用 いずとも , 他の素材( 銅合

金など) で の 補強 は充分考え られる事 であ る｡ こう して 完成

した外型の厚み は , お よそ10 c m と なる ｡

◎- こ ち らは 立 て 飾 り の 上 部｡ 本物 は写其 の 原型 上側中央
に あ る突 起 の と こ ろ で さ らに 分割 さ れ て い た ｡ こ の 写 実だ

と
, 鋳物 に な る部分 と巾置 に な る部分 と の 区別無 く墨が塗

られ て し ま っ て お り
,
そ の 区分 けが 解 りに く く な っ て し ま っ

て い る が , 砂 の 色 が そ の ま ま残 っ て い る と こ ろ は 巾置 と な

る部分 で あ る｡

写其右 上 部
,
板 の 上 に乗 っ て い る の は 原型作 り に 使用 し

た 箆｡

◎一原型 に離型剤(植物油) を塗り ,
外 型の 第 一 層を被せ る｡

原型部分 は100 番飾
,
巾置 部分 は50 番締で カ ラ締い した 真土

を埴汁で練 っ た もの を使用 し た｡ その 上に埴汁を塗り , 焼

き真土の塊を押し込 ん で , 余分な水分を吸わ せる｡ この 工

程は
,
型 の 強度を増し

,
乾燥の際の収縮を抑 え る ｡ その 上

に さらに5 0 番鋳物土を埴汁を付けながら被せ ,
こ れを繰り

返 して鋳型に必要な厚みを得る｡

◎一半面の外型 が完成 したと こ ろで原型ごとひ っ くり返 し ,
ま だ形の作られ て い な い 面 を出す｡ 外型の押さえ部分 は立

て飾りの縦割り莫半分の位置 にな っ て い るの で ,
そ こか ら

立ち上が っ た と ころの 上面 がまだ作られて い な い 半面の最

上面 となる｡
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◎一見切り線を頼りにもう半面 の原型を作 る｡ 最初 の半面

は外型 にく るまれ て い るの で , 見 る こ と が で きない ｡ 記憶

を頼りに形を詰め て い く｡

⑳一完成 した残り半面の 原型｡ こ れで 原型の両面全て が完

成 とな る｡ 墨 が 塗られ た と ころ が金属に なる と ころで , 後

に こ の 部分 は金属 の厚 み分別 られ て , 原型 は 中子 となる ｡

押さえの水平面以外の土色の部分 が巾置で ,
常 に外型と摸

し
,
中子 を支え る役目を果たす｡ 外型 の押さえの際の 三 角

形 の凹み は｢ ハ マ リ｣ と い っ て 外型同士が横ずれ しない よう

にす るた め の もの で ある ｡

⑳一外型を開け, 原型 の 金属 に な る部分をそ の 厚み 分削 る｡

鋳物 が均
一

の 厚み に な るように ,
まず 7

-

8 m m の 間隔で ,

深さ約3
.
8 m m の 溝 を箆 で掘 っ て い く｡ 次 に そ の 溝 の 間を削り ,

形 をな ら す｡ 型の 右 下に書か れた塁の線 は金属 の 流れ る道 ,

つ ま り湯道の方案 であ る｡ 後 に こ の 線 の 通り に溝を彫り込

む
｡
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◎一立て飾り中央部 から突出 し た飾り部分 の中子を支 え る

た めに 型持ちを埋め込 む ｡ 材料は注湯する金属 と同 じ成分

比 の ブ ロ ン ズ を使用 した ｡ 当初 こ の 部分 は写裏を見 る限り ,

く るみ 中子 であ る と判断 して い た ｡ 従っ て こ の よう な方法

を用 い た が , 後に 本物を観察 した と き ,
こ の 部分もま た ,

一 面が 開 い て おり
,
や は り他の 部分 と同様 に巾置 によ っ て

中子が支 えられて い た 事が わ か っ た ｡

⑳一完成 し た外型 ｡ 最初の 半面同様 の 工 程で , 外型 が 完成

す る ｡ 側 面の 所 々 に あ る縦線 は , 型 の 開け閉 め の際 に 目安

となる合 い 印 で あ る｡ 炭火 で し っ か り乾燥 させ る ｡

◎一半面 の中子削りが終わ っ た ら ,
ま た外型を被せ ,

ひ っ

くり返 し て 反対側の外型を開ける ｡ 写其の よう に
,
は まり

が 凸 に な っ て い る ｡ 反 対側 と 同 じよう に原型を削り, 中子

を作 る｡ 中子 は 巾置 によ っ て 支 え られ , 浮 い て い る状態 で

あ るの で 注意深く作業を進 め な ければ な ら な い ｡
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○一両面 の中子を判り終え , 外型 に中子を納めたと ころ ｡

外型と中子 の間に金属の流れ込む隙間が見える ｡ 中子の表

面 は , 水滴 し真土を薄埴汁で溶い た もの を塗り
,
砂 が崩れ

る のを防ぐ｡ 突 き出た飾りの部分の くるみ中子 に は , 中子

を支えるための弄( 中子と外型とが繋が っ て い る棒状のもの ｡)

と型持ち(中子上面 に に出て い る突起 ｡ 4 カ所ある｡) が付け

られて い る｡

◎ 一 立 て飾りの上部と下部を仕上げて並 べ たと ころ｡ 側面

に も穴を開けて , 鋳按の注湯が この 穴に流れ込み更に強く

接合され るよう にする｡ 右上の 突起を仮面本体 の額の 四角

形 の穴 に差 し込み
,
裏に湯を流し立 て飾りが抜けな い よう

固定する ｡ 突起 に は四角い 穴があい て い て
,
こ こに 湯 が通

り確実 に固定され る｡

㊨- この 鋳按 で は ,
外苑 を作らず

,
土 で 土手を作り

,
その

窪 み に 湯を流す開放吹きと い う最も シ ンプ ル な方法 で行な

う ｡

◎- 青銅を流 し込み
,
型 をばら して

,
鋳あが っ た ばか りの

鋳物を取り出したと ころ｡ この 後 , 湯道 の 部分を切り , 鋳

バ リ を は つ り
, 個々 を仕上げて繋ぎ合わせ た状態 に鋳型土

で固定 し
,
接続箇所 に青銅を流し込ん で接続す る｡ 接続箇

所には , それぞれに 2 カ所ずつ ,
4 カ所穴が開けられ

,
疏

し込ん だ金属が縮ま っ て お互 い をか しめる様にする｡ 仮面

本体との結合も同様に して完成する｡

○ - 上下 の 立て飾りの角度を決 め ,
土 間に 土 で 固めて固定

する｡ この 後
,
炭火 を周辺に置 い て全体を加熱する｡ 四角

い 穴 に湯が流れ込んで上下の立 て飾りが接合固定される｡

この時上下の立て飾りを少 し離 して隙間を作り, その隙間

にも湯が流れ込み ,
正面から見て もその継ぎ目が解らな い

よう にする｡

◎一鋳接 した表側 の表情｡ 右 の丸穴 に は湯 が流れなか っ た

が
, 正面の 四角形 , 隙間

,
左 の 丸穴 に は充分流れ込 ん で い

る ｡ この 後
,
ヤ ス リ で 削 っ た が , 継 ぎ目 は それ程は っ きり

と は 解ら な い ｡
3 月14 日で あ る｡
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◎- い よ い よ最後 の 工 程｡
一

本 に なっ た 立て飾りの突起部

を仮面額 の四角形穴 に下か ら上向き に差 し込み土間に土で

固定す る ｡ 炭火 で強く全体を乾燥 させ る ｡

◎一植物油を塗 っ て , その 墨汁を目安に50 香美土 で
,
ス ワ

セ を箔 の 中に埋 め 込み な が ら外苑を作 っ て 行く ｡

◎一山形の黄土を取り除く｡ 四角形 ハ マ リ の 側面 か ら , 仮

面 本体前面 にも湯が流れて し っ か り と固定す るよう穴を掘

り込む ｡ こ の 後
,
炭火 で 充分 に こ の 周辺を焼成す る｡ 同時

に 外苑も肌焼 きす る｡
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◎一花をの せ る台を手前 に作り三角形 ハ マ リ 2 個
,
四角形

ハ マ リ を1 個 設ける ｡ 立て飾りの突起を包 み込むように50

番 真土を使 っ て
, 抜 け勾配 に山形を作る ｡

だ い た い の苑の

大きさを墨汁で描く ｡

◎一炭火で乾燥させ , 取 り外 し た外苑 ｡ 山形の 上部から真

上 に湯道を掘 る ｡

◎一仮面の周辺 に炭火を置 き全体を加熱 しな が ら
,
二 人 で

外苑を棒で押さえて注湯す る｡ こ の 青銅も本体と同成分 で

ある ｡ 余分 な湯 は 固ま る前に湯口 か らか き出す｡
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◎ -

鋳接が終 っ た直後｡ 砂 一 裏か ら見 た立て飾りと本体の鋳摸の痕跡｡

◎◎
-

1 9 9 8 年3 月1 8 日完成 ｡ 分

鋳
,
鋳摸の加熱で黒ずんだ表面

をワイヤ
ー ブ ラシ と砂 で研磨 し

青銅本来の色 にする｡ 鋳肌や バ

リは部分的にそのまま残し
,
そ

れらの 鋳造痕跡と三星堆縦目仮

面の鋳造痕跡が比較できるよう

に し た
｡ 完成 した継目仮面 の重

量は26
.
5 kg , 総高は88 c m , 幅は

78 c n で あ っ た .

4
.
まとめ

近年 ,
三星堆遺跡が発見され ,

その 文化の 発生 ある い は伝播をめぐっ て ,
中原とは異なる造

型 の青銅品の鋳造技術解明が重要とな っ て いる ｡ 観察調査 し ,
予想 した工程が実際に可能なの

か ｡ 現在で は溶接技術の発達で見られなくな っ た分鋳, 鋳摸技法の実際の鋳造痕跡はどの よう

なもの なの か ｡ こ れらの結果は工程写真と解説で詳細に述べ たが ,
以下をこ の復元鋳造実験の

まとめとする｡

(1) 青銅器苑の調査経験か ら判断 した50 番程度以上の細か い粒子を苑に用い たが
(4)

, 乾燥による

キ レ ツ は発生 しなか っ た｡

(2) 大型外苑の 補強に は乾燥して い な い木が有効で ある こ とが判明 し ,
鍋

,
青銅製の補強材も

可能性があると思われた｡

(3) 外苑の 分割の 離型剤に植物油は有効で ,
原型 の水分量調整により , 削り中子の 作業性が高

められる こ とが判明 した｡

(4) 縦目仮面の 成分の 青銅は ,鋳造性 ,切削性良好で , 曲り易い が破断や割れに強い と判明した｡

(5) 分鋳 , 鋳接で は苑の 肌焼きが重要で あるもの の , 予想以上の 良好な鋳造結果とな っ
1
た
.

(6) 分鋳, 鋳摸時の仮面本体の キ レ ツ を防ぐた め , 本体の加熱が重要で あ っ た ｡

(7) 分鋳 , 鋳按の 痕跡は出土 の それに近い もの と な っ た ｡

(8) 立て飾りは
一

部コ ウ ガイ と ス ペ
-

サ
ー

でくるみ中子で鋳造したが
,
その後 の調査で巾置で

の 固定 と判明 した ｡
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注 釈

( 1) 二体の縦目仮面の 寸法は , ｢中国 ･ 美の粋 中国歴史博物館名品展｣ 図録と｢ 三星堆 中国5 0 0 0 年

の謎 ･ 驚異の仮面王国展｣ 図録に記されたものを参考に して い る｡

( 2 ) 四川省文物考古研究所 曾 中懸氏は｢ 三星堆 中国5 0 0 0 年の謎展｣ 図録の中で(p p .20 8- 2 1 4) 分鋳

を先鋳と後鋳と呼び , 鋳接を套鋳と熱補に 分けて い る ｡

( 3 ) 本体の 鋳造で突起部を作り
,
それにか らみ着く よう に部分を鋳造(後鋳) して 固定する方法は

,

本体の 裏面に全く痕跡の現われない 後鋳で
,
こ の ような方法も青銅容器に見られる ｡

( 4 ) 清水康二 ,
三船温尚 , 清水克朗｢ 鏡と渇か ら探る山字文鏡の鋳造方法｣ 『泉屋博古館紀要』第1 4 巻

,

1 9 9 8 年
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